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40代から60代のミドルシニア世代のプロフェッショナル人材が集まり、人生100年時代の新しい働き方を提案するニュ

ーホライズンコレクティブ合同会社（東京都人形町、代表：山口裕二・野澤友宏、以下：NH）は、7月5日（水）～7月

31日（月）の間、人形町の共創イノベーションスペース「ニューホライズンパーク」に併設される人形町engawa 

GALLERYにて、世界遺産である石見銀山を有する島根県大田市の魅力を発信する『あそべ、まなべ、さんべ⁈』を開催し

ております。四季折々の美しい自然と貴重な歴史が織り成す素晴らしい観光スポットや、市民のための制度が数多くある街

の魅力を伝えたいと思い、今回の展示に至りました。これまで様々な地域で活躍するNHが、その魅力を発掘する活動とな

っております。ぜひ足をお運びください。 

詳細note URL：https://note.newhorizoncollective.com/n/nfca27da318ac 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示「あそべ、まなべ、さんべ？！」開催概要 

会期  ：2023年7月5日（水）～2023年7月31日（月）平日10時～17時／土日祝11時～17時  

会場  ：ニューホライズンパーク engawa GALLERY 

     東京都中央区日本橋人形町1-5-8 人形町北浜ビル1階 

入場料 ：無料 

内容  ：島根県大田市のみどころ、石見神楽の衣装の着装体験や、天然記念物の琴ケ浜の鳴り砂の展示、 

     保育園留学、山村留学、しまね留学、UI Jターンなどの紹介 

主催  ：New Horizon Collective合同会社（企画チーム 塩田京子、齋藤穂高） 

後援  ：島根県大田市、大田市教育委員会、大田市観光協会（大田市DMO）島根県西部県民センター、東京大田市人会 

―世界14か国、国内45都道府県で活躍するニューホライズンコレクティブー 

世界遺産・石見銀山を有する島根県大田市の魅力を発信 

展示『あそべ、まなべ、さんべ？！』開催中 
公式マスコットキャラクター“らとちゃん”が案内。石見神楽の人形や、天然記念物の鳴り砂なども特別展示 

7月 5日(水)～7月31日(月) 人形町engawa GALLERYにて 



企画協力：株式会社アットゴー（吾郷直美）https://a-go.net/ 

制作協力：株式会社精美堂（森田優） 

     株式会社クリエイティブマインド（楢崎裕実） 

 

企画の背景 

日頃から、着物を愛するNHメンバーである塩田京子さんは、着物を切り口にしたイベント企画や地域活性に取り組んでき

ました。また、昨年2022年7月2日に実施された、石見銀山遺産登録15周年のプロジェクトをサポートしたことがきっ

かけで、島根県大田市を初めて訪れました。石見銀山以外にも、観光はもちろん、保育園留学、山村留学、しまね留学、UI 

Jターン、遊ぶ広報などの様々な制度を有する街の魅力を伝えたいと思い、今回の展示に至りました。 

参考：石見銀山世界遺産登録15周年イベント。点と点が結ばれ「帯」になった仕事。 

https://newhorizoncollective.com/case/SVbAct3DkW_mGQ 

 

島根県大田市について 

大田市は島根県のほぼ中央で、「出雲大社」で有名な出雲市のお隣りに位置しています。世界遺産を有する歴史ある町並

み、三瓶山の豊かな自然、そして、日本海に面した美しい海岸線が特徴です。日本の成り立ちを表すとされる「出雲国風土

記」の国引き神話には、島根県大田市の三瓶山さんべさんが登場します。三瓶山は神宿る地として古くから信仰の対象であ

り、物部神社をはじめとする社寺が三瓶山を仰ぎ見るように鎮座しています。大田市の暮らしの根っこには火山の歴史が息

づき、火の国のめぐみが生んだ豊かな自然があります。かつて世界に「ジパング（日本）」の名を轟かせた石見銀山の鉱床

もマグマから生まれました。また四千年前の噴火で埋もれた縄文時代の巨木群が地中から発掘されるという、いくつかの奇

跡が重なったような町でもあります。本展示ではこれらの魅力の一端をご紹介しています。 

 

内容・主な見どころ 

本展示は、大田市のマスコットキャラクター“らとちゃん”が案内し、お子様も楽しめる仕様

に。岩見銀山で採掘された佐毘売山神社（さひめやまじんじゃ）の準御神体である、石見銀山

の銀鉱石「山神さん」の展示をはじめ石見地方で継承されてきた伝統的な〈石見神楽の面〉も

展示しています。また天然記念物の琴ケ浜の〈鳴り砂〉も特別に許可頂いて展示しています。

神楽の衣装は実際に着用することも可能です。（※実際の神楽で使用される衣装とは異なりま

す。） 

会場で神楽衣装を着ていただいたり、らとちゃんの顔ハメ画像をインスタグラムに投稿頂く

と、素敵な記念品が抽選で当たるお楽しみ企画も用意しています。 

※来場者限定企画となります。  

＠iwami_shimane_japan をフォローの上、＃あそべまなべさんべの 

ハッシュタグを付けて投稿してください。 

なお、今回の展示は大田市役所観光振興課の協力を得て、以下のサイトから写真、図版などを

転載しています。 

詳しくは以下HPをご覧ください。 

島根県大田市 日本遺産「石見の火山が伝える悠久の歴史」 

https://www.iwami-kazan.jp/ 

 

 

▲大田市のマスコットキャラクター 

“らとちゃん” 

▲佐毘売山神社の準御神体 



展示風景 

 

企画者

コメン

ト 

ニュー

ホライ

ズンコ

レクテ

ィブ 

プロフ

ェッシ

ョナル

パート

ナー 塩田京子 

2021年に音声SNSを通じて、株式会社アットゴーの吾郷氏との偶然の出会いが無ければ、大田市に行くことはなかったと

思います。そして、吾郷氏の出身地である島根県大田市に対する想いを知り、その故郷に恩返しをしたい。という不思議な

ほど、純粋な思いに触れたことが今回の展示に繋がっています。 

東京育ちの私にとって、全くの異文化な市人会というつながりで、前職の電通時代にお世話になったＯＢの方とのご縁が再

び繋がったり、市人会の重鎮の方のお嬢様がキモノ友達だったりと、不思議なご縁を感じています。 

ＮＨのメンバーになったことで、これまでの経験などに縛られずに、自分の興味のあることを追及することで、新たな出会

いに繋がるというのが、本当に面白いと感じています。 

 

人形町 engawa GALLERY概要 

ニューホライズンコレクティブ合同会社が、2021年5月に新たな活動拠点となる共創イノベーションスペースをオ 

―プン。イベントスペースやコワーキングスペース、動画配信スタジオなどの設備の他に、一般の方にも向けたギャ 

ラリースペースとして「ニューホライズンパーク engawa GALLERY」を併設しました。「ニューホライズンパーク 

engawa GALLERY」では、月替りでニューホライズンコレクティブメンバー発の様々な企画展を開催します。 

 

 

 

 NHでは、200名を超える個人事業主や法人代表として活躍するミドルシニアのプロフェッショナル人材が日本のみ

ならず世界でその活躍の場を広げています。NHメンバーに向けた活動内容や場所に関するアンケートによると、活

動場所は日本を含め世界14の国と地域、日本国内では45都道府県と、様々な場所でいろんなことにチャレンジし

ていることがわかりました。ミドルシニア世代のプロフェッショナル人材が、自治体とのコラボレーションにより

地域の活性に取り組んでいきます。コラボ商品開発やビジネスプロデュースなどのお問い合わせは、以下のメール

アドレスまでご連絡ください。 

contact@newhorizoncollective.com 

 

 

・会社名：ニューホライズンコレクティブ合同会社 

・所在地：(人形町パーク)〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町1-5-8人形町北浜ビル 

     (関西パーク)〒530−0004大阪市北区堂島浜2-2-28堂島アクシスビル４階SYNTHビジネスセンター堂島 

ニューホライズンコレクティブ合同会社 

地域の新たな魅力開発に関するお問い合わせ 



・代 表：山口裕二、野澤友宏 

・設 立：2020年11月12日 

・メンバー数：245名 2023年6月1日現在 

・ホームページ：https://newhorizoncollective.com/ 

・事業概要：株式会社電通が100％出資し、「ライフシフトプラットフォーム」を運営しながら、プロフェッショナルパート

ナーとともに社会に対して新たな価値提供をする会社。 

・「ライフシフトプラットフォーム（LSP）」概要：「人生100年時代」、さまざまな専門性を有するビジネスパーソンが、

年齢を理由に活躍を制限されることなく、自律したプロフェッショナルとして中長期的に価値を発揮しつづけることができる

ようサポートする基盤。 

現在はLSPに参加いただける3期生を募集しております。 

詳細URL：https://newhorizoncollective.com/lsp_application/index.html 

 

 

 

 

 


